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W01a ASTRO-H搭載精密軟X線分光装置SXSの開発の現状 (VIII)
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SXS (Soft X-ray Spectrometer) は、2014年打ち上げ予定の X線衛星 ASTRO-Hに搭載される X線マイクロ
カロリメータアレイである。軟X線望遠鏡の焦点にHgTeの吸収体を 6×6のモザイク状に配し、3′角の視野を撮
像分光する。センサ部は 50 mKの極低温に冷却、∼1 µKrmsの精度で温度制御され、0.3–12 keVのX線に対し
てエネルギー分解能∼5 eVもの精密分光を実現する。検出器、断熱消磁冷凍機 、開口部と断熱フィルタ、前置信
号処理回路は米国、室温から液体ヘリウム温度までの冷却系 (デュワー、機械式冷凍機とその駆動回路) とデジタ
ル信号処理回路は日本、フィルタホイールと較正用X線源は欧州が担当する。現在、性能実証モデル (EM)の単
体レベルでの製造と機能/性能試験、環境試験をほぼ完了し、2012年 8～10月に、EMをもちいた全系での性能
実証試験を予定している。この試験にむけて、4月に EMデュワーへの検出器、断熱消磁冷凍機の組み込みが完
了し、6月には、EM 電気系 + 地上系の噛み合わせ試験を実施した。これら SXS開発の現状について報告する。


